
6.水 稲機械移植栽培におけ

の拡大について

る移植時葉令

1.背 景と特滋

水柄の機械移植栽培は、年 急々速な普及をみせ、昭和 50年 度は72%に 達 した。権苗移

植を主体に中成苗移植が併行詢に普及するに及え′で、稚苗は2.0～ 25葉 、中成苗は4弾 を

目採に、3葉期は所謂離乳期として意識的にさけられて来た傾向があった。しかし、植付精

度や経営上問題が残る100夕 /結 以下の緒種量では4葉 傾が得られても、指導上
一応の限

界としている120夕 /箱 では多くの障害が見られ、所刺の4楽 苗が得られることは必ずし

も多くない。

一方、普及場面では、中成苗移植といっても4葉期に移植されている例はむしろ少く、3

葉期項に移植されている例が多い障t向があり、収量的にも両者にその差を認めがたい。また、

育有センターや大規模経営では、同
一条件で育高された首が大景に生産されるため短期間に

移鮨することを強いられるので、所定の育苗日数をすぎて、首質の損われた苗が移植されて

いる例が目につく。

このような研究の現状と普及の実態からみて、移植時の業令を雑苗 2,0～ 25業 、中成首

4.0葉を目保とする考え方は、作期の固定や縮少につながるばかりでなく、育苗技術、経営

上からも制約をうけるので、移埴時染令の拡大ができないものか昭和49、 50年 の2ケ年

にわたって検討した結果、その可能性が認められたので、普及指導上の参考に供 したい。

2 技 術内容

(1)業 数増加は謝種最に最も大きく規制されるので、播種&相 当の許容育苗日数をとれば、

2 . 0業か ら4.0葉ま

でほ 貰連続的に目的

とするキ令の商が得

らオしる。

この関係を模式|ヒ

すれば、図のように

なる。

12)購 種量相当の育占

日荻で育i者された苗

は、伯体当占有面様

水稲機械移植栽培育苗方式模式図

2 0 0 1  7  5 1 5 0 1 2 5 1 0 0

]稚 税

舞下物 宇苗

成 苗

4 0

標準構放 (10c)当 り 2 0
，

中 2 6 3 0

注 )1番 租豊相当の育苗日数は± 5日 位を許容眠度とする。
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の1経保によって商質を損われることが少いが、移植期を兵にした場合は、早植では稚苗グ

ループの発棋力、生育取量がまさりt選 はでは中就首グループにその有稲性が認められる。

注)本 試験TIは、み抹対の発醍力が傾向的によttでてぶる赤!｀
‐
前後 5回行った粛極である

ため、繰化期の微妙な温度管理の差が高質に与える影響が少くないので、処理のたとは

必ず しも云えないが、少くともに来去われている様11、中茂高の適棄令に比べて紅色が

ないとえ ,どもよいので1まないかと考えられるt

13)150″  itの 捕柱批では無イし格す)本t川1でよいが、 1257以 下で'=有子し相●)利用が望

ましい。しかし、 100夕 、 ]25夕 1おの無孔描千1用でも抱氾を計画由争に四枚多く(2｀

31ヨ)イ十うことによって、ほゞ目標とする紫令カイ撃られるち  |            |

14〕青苗門波が長くなるほど、計画伸屯杷は業数埓加をより容易にする。      :

じ 普 及上の留,ユ点

(1)荷 苗管理、とくに線化期の温度管印の差は、i打質に対する彰響がきわめて大きいので育

占出数が長いはどと意し、第 1英韓高を民くしないことが肝要である。このことは、1静在

士相当の有前日敬に密はすることよりも一層大切なことである。

(2)本 1■術の応用は、気象条件、末利慣行、経営兵件などを考ば して有機的に組み合せるこ

と|こ上って、占質を社iうことなく作組拡大が容易にできることに有判性浄二ある。

(3)ホ 技術は、作物学的にみた3尭 ,開海才L説を否定するものではなく、現行の結種立の範射

では荷1■輸の中あ葉波のパラツキが業令がす主むほど大きくなっているチ藤直わらみて、

普及上とくに|18題!まないとク)判坊にたつものである。

14)高 案令苗の安数増加は早播で容易であるが、遅器では1経保 しにくいので考はする必要が

ある。

15)補 柱;】を共|こした坊イiの日標弁な確保|キ|、ハウス、r刑トンネル、析技 トンネルのいかん

を問わず、村主1の1比げffr“七4ビ`Ⅲとす
~る
。

■.試 政成材の観撃

111 試験辞選手     ☆ 協移崎市の杉横時韓各と本田の生育反応に関する試始

12】試験年レ:および|',研 村 和 +3 hH/50年  十1手県立長求れt政'身

(3)試 験方法  ,T】 構 :ハ ヤニヤキ

た4地十 :N3夕 、 P20S I号 ″、【2017ダ 、 通 肥,女2(1!]主i15日 rlぃ

を う 11丁li l iⅢ 、  1 ()1覗 ::lⅢ  S Cl il手
'i l 岳
 、  と 5 ri i:。 |lffしFtt θ,35、

■む出対,■20、 30,1日 に行い、単t子Lr笛の40日 日!よ15、 25、

キう田i lに七よぞれも1安5夕をた声1した。
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温度管理 :電熱育首器で出芽が認められるまで報ね 48i時間力R温じ(嶺み重ね )、級化

宗ハウスで行ったどと0、 35日 高は夜間とくに寒い日以外は二重被紀は行

わず、 30、 25、 20日 苗は日中も二章松榎を行った。便化翔↓|それぞれ

区ガ」して逮度
4L4母を行い、常法で育苗される高と同じになるようつといた。

日 ね 枝 :ク ボタ SPS30を 用い、お醍最れに格付本放の調節を行い、更に植え直 し

を行 った。

その他iよ当場ば準材Ⅲ ll貯1によった。

(41 試験経景

弟 l茉  決 試条件ならびに育苗結果
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第 2表  胚 字L残存畳の推移 (50偲 体当、り )

区

番

号
区 名

玄

　

米

催
茅
後

播種後 G日 日 9 日 目 1 5日 目 20日 目 25日 目

胚乳 車 丈 乗 数 胚乳 草丈 葉 荻 魅字L 草丈 敷 胚 引 胚 乳

1

カ

3

4

5

6

7

8

9

200夕膳

175

,150

125

二重 1.15以 上

〃 ユ.13ⅢフI.15

〃 1 10ハヤ上 I舟

〃 1.髄 -1.10

tktH 高

| !
| |

|

930
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580
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41120
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‐‐

＝

卜

4 0 ～
4 . 5 ご″

3.5-
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展葉始
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展栗始

ユそ
展染始
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430
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20o

360
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200
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7 . 1

7 . 6

7 . 6

7 . 8

7 . 7

7 . 2

7 . 0

6 . 5

5 _ 7

能
い

葬

瑚妙彬い1そ =
24
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223

０

　

　

０
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８

　

　

７
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1 1 . 6
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1 2 . 3
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1 1 . 4
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1 2 . 6

1 2 . 0

8 9

2 . 0

2 . o

2 . 1

2 1

2 . 0

2 . 0

2 1 1

2 2

2 . 2

来 79

1242

130

105

141

132

80

66

121

9 3

99

86

概

挽

91

?8

60

斑

1～ 4区 平均 568 350 180 米 120 9 0

日  上  比 46.6 28 7 14.8 9.8 石|
5   区  比

G   区  比

7   区  比

8   区  比

9   区  比

100

|

46,0

42.0

34.4

38.5

58.2

29.5

23.0

1 6 4

ユ5 . 6

37.7

1 8 0

1 5 . 6

6 . 6

5 7

1 4 4 8

十　

　

一　

　

一　

　

一　

　

一

一　

　

一

ユl.6

10.8

1 . 6

5 。1

1 0 3

7 7

7 5

磯

49

7.

崖)米 印は胚乳柏出作業上の誤走と思われるので、 ]～ 4区 平均は 1～ 3区 平均とした。
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3.11  142

301  159

331  171

3.11  13,6

801  103

43 1  24 8

571  355

4.61  17.Z

49 1  324

総棋長 1業  波説査時劫 卜 T r t t T T T T T =・ J  l R荻

3 月 1 0 日 i 芭

!    |     |     |    |

5月 21日 調登

対官|ぁ

をt i 3

175

ユ58

125

20

25

30

35

育苗日教
的

2.ユ 1  58

2.4 1  91

27 1  105

32 1  75

39 1  11.ユ

第3 表 発 根 力 調 査

ざ

〒詳|

3 月2 0 日積

!

じ月 2日 調査

200

175

15t」

来(1) 1 2 5

ポe) ] o o

20

25

30

2 2

3 0

i ) 2

3 8

2 4

3 8

3 1

3 . 8

8 . 9

+03

+0.2

+01

+ 0 3

+ 0 4

キ 0 ■

+ 0 6

J―  o

注)来 (l X 2 )の苗質は帯 1表注)参照。

本調査はガt日より約 77 / tの冷水掛流 し胸条件で行った。根の太さは無視 した。
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第 4表  本 田生育、収登調査 (昭 う9)
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: " 韓生 育 の胡寡 典先
　
位
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